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東京都島しょ部における再生骨材と再生微粉を併用したコンクリート
の適用に向けた基礎的検討
正木 徹 1), 谷口 修 1), 川田 俊輔 2), 山路 徹 3)

Toru Masaki 1), Osamu Taniguchi 1), Syunsuke Kawada 2) and Toru Yamaji 3)

Fundamental Study for Application of Concrete Using Both Recycled Aggregate 
and Recycled Fine Powder in Tokyo Islands

要  旨
　東京都島しょ部にはコンクリート塊や再生砕石（RC-40）
が蓄積されており、消費が進んでいない状況である。これ
らを再生骨材として活用した場合、再生微粉（フィラー）の
大量発生が懸念される。本検討では島しょ部工事への再生
骨材コンクリート活用に向け、ブラスト処理による再生骨
材の製造方法、フィラーを添加した再生骨材コンクリート

のフレッシュ性 状 や 強 度 、耐 久 性 の 検 討 を 実 施した 。
W/C=60%一定として再生骨材コンクリ－トの配合を検討
した結果、フィラーを外割置換したケ－スで僅かに強度が向
上し、耐久性については差異が認められなかった。なお、地
産地消効果やCO2排出量が低減される可能性も示された。

図 -3　各配合の単位水量

図 -13　コンクリ－ト 1m3 に要する骨材の CO2 排出量

写真 -1　RC-40 の蓄積状況

＊コンクリート工学年次論文集 , Vol.44, No.1, 2022,
日本コンクリート工学会 , pp.1012-1017 掲載
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サンゴ礫州島形成促進対策工としての透過型礫捕捉工の現地実験

Field Test of Permeable Gravel Trap as a Countermeasure for Coral Reef Island 
Formation
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　サンゴ礫州島の形成・維持機構については、これまで現
地観測や移動床実験、数値解析により検討されてきており、
特定の自然条件下において集積されたサンゴ礫が干出し、
サンゴ礫州島が形成されうるということが定性的に把握さ
れている。しかし、実際のサンゴ礁海域においてこれらの
条件に一致する場所は限られる。著者らは、サンゴ礫州島
形成促進のための透過型礫捕捉工を提案し、2次元断面水
槽を用いた移動床実験によりその効果を定性的に検証し
たが、現地実証には至っていない。
　本研究では、西表島北方に位置するバラス島を対象に同
捕捉工を試験設置し、現地実証実験を行った。その結果、
透過型礫捕捉工の効果を確認するとともに、捕捉工形状を
改良することにより、異なる方向に移動するサンゴ礫の捕
捉効果を向上させることに成功した。また、数値計算モデ
ルにより観測期間中の高波浪の検証解析を行い、サンゴ礫
を移動させる主な外力について再現することができた。

図 -3　透過型礫捕捉工寸法および形状

図 -1　バラス島位置と調査地点

図 -10　捕捉工 B の堆積状況（W200 地点）

＊土木学会論文集 B3( 海洋開発 ), Vol.78, No.2, 2022,
土木学会 , pp.I_841-I_846 掲載
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